
【様式３-１】 

公益財団法人 樫の芽会 御中 

令和７年度伴走型就学・学習支援活動助成 実施報告書 

【団体の概要】 ① 作成日 令和８年４月１日 

②法人・団体名 まなび舎とす 

③団体所在地 
（都道府県・市町村名まで） 

佐賀県鳥栖市神辺５２３ 

④責任者氏名 佐藤勝江 （役職名等） 会長 

⑤担当者氏名 執行聖二 （役職名等） 副会長 

【奨学活動の概要】 

⑥助成交付決定番号 R07-007 ⑦助成金額 ３０万円 ⑧申請カテゴリー A 

⑨奨学活動名 子供の学習の場・居場所づくり事業 

⑩主な実施場所名・
及びその住所 

鳥栖北まちづくり推進センター 

佐賀県鳥栖市古野町１７６－３ 

⑪活動内容とその成果の概要（詳細は【様式３-２】又は別添資料にて記載・説明ください。） 

 
【目  的】経済的な事情を抱える家庭（ひとり親家庭を含む）等のこども達が、夢を諦めないで、希望

の進路へ進むために、学力の向上とともに、進路相談など、幅広くサポートをしながら、子
供達の成長を見守る。 

 
【学習支援】参加者： １８２名 （中学生・高校生） 
 
【懇談会】 日時：令和７年１２月１３日（土） 

      参加者：  ２２名 （中学生・高校生、保護者、学習支援員） 
 
【検定受検補助】 

       漢字検定受検者：３名  、英語検定受検者：２名 

⑫奨学活動の定量的把握（注：統計情報として参考まで把握するものです。活動成果等は上段⑪及び様式３-２等でご報告願います。） 

支援対象 延べ人数 
（Ａ：人） 

平均時間 
（Ｂ：時間） 

活動量 
（ＡｘＢ） 

備考・補足・計算根拠等 

中学生等 138 2 276 延べ人数：令和 7年 7月～令和 8年３月の実績 
高校生等  44 2  88 延べ人数：令和７年７月～令和８年３月の実績 
大学生等     
学習支援員等 229 3 687 延べ人数：令和７年７月～令和８年３月の実績 
その他  38 2 75 学生ボランティア 

合  計 1,126  

⑬その他の定量的な数値（任意） 

 特になし 



【様式３-２】 
令和７年度伴走型就学・学習支援活動助成 実施詳細報告書 

奨学活動名：子供の学習の場・居場所づくり事業 
    法人・団体名：まなび舎とす 
    作成者 氏名：執行聖二 

 

１．取り組んだ課題や実践した目的・実施内容について 
  
経済的な事情を抱える家庭（ひとり親家庭を含む）等のこども達が、夢を諦めないで、希望の進路へ

進むために、学力の向上とともに、進路相談など、幅広くサポートをしながら、こども達の成長を見守
る。 
 
 
２．実施した奨学活動の詳細 
 
【①学習支援】 
 ・開催日 ：毎週水曜日・土曜日（祝祭日を除く） １８時～２１時 
 ・場所  ：鳥栖北まちづくり推進センター 
 ・回数  ：  ６５回 
 ・参加者 ：  １８２名 （中学生・高校生）   
 ・支援方式：生徒の自主学習を個別にサポートする 
 ・学習支援員：延べ人数 ２２９名 、学生ボランティア：延べ人数 ３８名 
 ・周知方法：「まなび舎とす」インスタグラム等 
   
 
                    

 
 
 
 
 
 
 

  学習風景 学習支援員による支援状況 



 

 
 
 
 

 
【②懇談会】 
・日時 ：令和７年１２月１３日（土） １７時～１９時 
・場所 ：鳥栖北まちづくり推進センター 

 ・参加者： ２２名（中学生・高校生、保護者、学習支援員） 
 ・内容 ：１・２学期の学習に対する振り返り・学習支援に対する意見交換など 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

学生ボランティアによる支援状況 学習支援員による支援状況 

生徒・保護者・学習支援員による懇談 学習支援員のスピーチ 

中学生のスピーチ 高校生のスピーチ 



【③各種検定受検費補助】 
 以下の検定の受検者に対し、検定料の補助を行い、学習意欲の維持・向上を図った。 
 ・日本漢字能力検定：受検者 ３名（中学生） 
 ・実用英語技能検定：受検者 ２名（中学生） 
  
 
３．本活動から得られたもの、反省点、課題、今後への発展性、等 
 
（１）学習支援員について 
   社会人の学習支援員の確保が困難な中で、今回は、初めての試みとして、学生ボランティアの募 

集を行った。 生徒にとって年齢的にも近く、親近感を持つことができ、将来の進路の参考にもな 
ると考えたからである。 
 多くの学生ボランティアが参加し、学習支援員の補助的な役割を果たしてくれた。他方で、学業 
に支障がない範囲内でのボランティア活動であるため、学業の予定とボランティアの日時の調整が 
課題であると感じた。 
このため、学習支援員と学生ボランティアの配置を上手く組み合わせるなどの工夫や学習支援員 

（スタッフや社会人）の拡充が必要であると考えている。 
 
（２）生徒の学習意欲の向上について 
   懇談会において、保護者や生徒から学習支援に対するニーズ等を把握することができ、今後の学 

習支援の参考になった。また、生徒・保護者・学習支援員が楽しく懇談することを通じ、さらなる 
信頼関係・協力関係が深まったと考えている。 

  また、中学生になると、英検・漢検に関心を持つ生徒が増えてきため、検定料補助が、チャレン 
ジしたいなどの生徒の学習意欲の向上に繋がり、よい効果があったと感じている。 
このため、継続的な支援が必要であると考えている。 

 
（３）生徒の募集について 
   「一般の学習塾に通う生徒」や「学習教材を使って自宅学習をする生徒」など、生徒の学習状況 
  は多様であり、対象となる生徒の募集に苦慮していた。 

このため、生徒の保護者からの紹介やインスタグラムの活用による広報活動、鳥栖市役所の協力 
など、様々なチャンネルを活用して募集をしたところ、生徒数の増加に繋がった。 
引き続き、様々なチャンネルを通じて、広報活動を実施していく。 

 
 
４．本活動におけるエピソード、思い、感想、等（任意） 
 
  特になし。 
 
５．学識者からのご意見、コメント、等（申請カテゴリーにて「S」が付されている団体） 
 

 特になし 
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